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　おそらく本書は，マイクロスコープ

を用いた歯周治療について，エビデン

スベースで示した初の一冊ではないだ

ろうか．

　今春開催された日本顕微鏡歯科学会

での基調講演にて，日本におけるマイ

クロスコープの販売実績は，2017 年

3 月現在，合計 7,064 台と，特にここ

数年で急激に普及が進んでいるとの報

告があった．これは，とりわけ有効と

されるマイクロスコープを用いた歯内

療法を，自身の日常臨床に取り入れた

いとお考えの先生が多いことを表して

いるのではないだろうか．

　われわれ GP の毎日を振り返ってみ

ると，歯内療法はもちろんであるが，

齲蝕，歯周病，補綴，抜歯等々，多岐

に渡る．私はこれら身近な症例に対し

て，事実を的確に把握し，裸眼とは別

次元での処置を高精度に提供するた

め，日々マイクロスコープ下で歯科医

療を提供している．

　なかでも歯周治療は，歯科治療を成

功に導くためには決して欠かせない．

そのため，当院では歯科衛生士が初期

治療やメインテナンスに，歯科医師は

歯周外科にマイクロスコープを用いて

おり，中等度以上の歯周治療において

も，低侵襲でありながら良好な結果を

出 す こ と が で き て い る（Nagao D. 

Review of minimally invasive peri-

odontal surgery using a dental micro-

scope. Int J Microdent. 2015；6（1）：

6—21）．

　それだけに本書を読みきったとき，

私はとても心が踊った．特に本文中の

「筆者はマイクロスコープを応用する

ようになり，それまでは当たり前のよ

うに行い，当然できていると思い行っ

てきた齲蝕処置や歯内療法が，思いの

ほかできていなかったことに気づかさ

れた．そのようななか，歯周療法にお

いても同様に，日々インスツルメン

テーションは本当にできているのか？　

歯石やプラークは本当に除去できてい

るのか？　ということを自問し，その

質をマイクロスコープで確認するよう

にしている．いままでできていると信

じて行ってきた従来手技で，本当に目

標とする状態になっているのか，その

質をマイクロスコープ下で確認するこ

とこそが，自分の本当の技術や癖につ

いて知ることとなり，それがスキル

アップに直結すると確信している」と

いう，常にマイクロスコープ下で診療

を行っていなければ，決して感じ得な

い思いをそのまま表した文章に，私は

とても強いシンパシーを感じた．

　近年，マイクロスコープはたしかに

普及しているが，「操作の困難さから，

実は設置以来ほとんど使っていない」

や「歯内療法以外には使わない」等，

日常臨床で幅広く活用できていないと

いう声を耳にすることも多い．そのよ

うな先生はもちろん，現在，マイクロ

スコープをおもちでない先生にも，ぜ

ひとも本書をお読みいただきたい．

　マイクロスコープを用いた非外科的

歯周治療を中心に，インスツルメン

テーション，ポジショニング，歯周外

科時の活用法に至るまで，多くの写真

でわかりやすく解説されているので，

臨床の幅を大きく広げてくれる一冊に

なることは間違いない．
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